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18）精神保健看護学実習での「対象の理解」について

の学び
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[研究成果の概要］

１）研究背景と目的

精神保健看護学実習（以下、実習）における学生の

学びに関する研究はこれまでにもいくつか行われてい

る。コミュニケーションに焦点を当て分析したもの'）

や、学生の記録物からの学びを内容分析したもの2)等

がある。しかし、学生が対象をどのように理解したか

についての研究は少ない。今回は学生が実習で対象を

どのように理解し何を学んだと感じているのかを明ら

かにする事を目的に研究を行った。

２）研究方法

Ａ大学看護学科の４年生で平成19年５月～９月に実

習を終了した60名の学生に、研究の趣旨説明と協力を

依頼した。対象となる「２週間の実習での学び」のレ

ポートは、実習課題のため記名式であるが、協力しな

くても成績には関与しないことや個人が特定されない

ようにプライバシーの配慮を充分に行うこと、研究目

的以外には使用しないこと等を説明し､承諾を得た(印

刷の読みとれた59名のレポートを対象とした)□質的

帰納法的研究であり、自由記載のレポート内容を詳細

に判読し、「対象の理解」として読み取れる文脈を抽

出してデータとし、データの意味する事をコードとし

て捉えた。類似するコードをサブカテゴリー化し、さ

らに、意味の類似するサブカテゴリーをカテゴリーと

してまとめ名称をつけた。分析過程において、精神看

護学領域での質的研究に習熟した研究者に指導を受け、

精神科の臨床経験が７年以上で学生指導に関わってい

る研究者３名で検討した。

３）研究結果

抽出された107データは、２８のサブカテゴリーに分

類された。サブカテゴリーから最終的に【理解のため

の観察の重要性】、【個別性・多様'性の理解】、【多角的

な視点からの理解】、【実際に接して理解することの大

切ざ】、【相互関係での理解の深まり】、【人として見る

ことの大切さ】、【家族の重要性】、【対象を取り巻く社

会の理解】の８カテゴリーに集約された（表１ルカ
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る5)と述べているが、本研究でもその体験がなきれて

いることが明らかとなった。

患者は変化する。それは、相互関係によるものであ

り、【相互作用での理解の深まり】とした。患者の変

化を喜びと出来た学生は、観察者としてではなく看護

師としての本当の基本を学べていると考える。このよ

うな学生は、教員が特別に助言をしなくても、次に何

をしたらいいのかを患者から学んでいくことができる

のである。

さらに本研究では、『病気や問題だけを見るのでは

なく、１人の人間として見ることの大切さを実感した」

り『精神疾患を抱えた人間であることを忘れないよう

にしたい』と【人として見ることの大切さ】の学びが

できていたことの意味は大きい。そこから、【家族の

重要性】や【対象を取り巻く社会の理解】へと繋がり、

患者は１人ではなく家族や社会の中で生きている事を

関わりの中から気づけたたことは、対象を理解するう

えで貴重な学びであると考える。

５）本研究の限界と今後の課題

本研究は、学生の自由記載のレポートから抽出した

ものであり、「対象の理解」についても、学生が特に

印象に残った内容を中心に述べていると考えられるた

め、今回抽出された「対象の理解」の学びが全てとし

て判断することには限界がある。今後は、信頼性や妥

当性の検討を視野に入れた研究を行うとともに、「対

象の理解」だけでなく学生が実習で対象と関わる事で

何を学んでいるのかを明らかにしていきたい。

５）川野雅資：精神看護臨地実習，第１版、医学書院，

40-43,2007 
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